
 

校長 加 藤 幸 一   
 今年は例年になく積雪が少なかったと感じています。雪かきをする回数がこれまで

で一番少なかったのではとも思っています。今週は気温も高く、雪解けが進みまし

た。ここ幾寅の地にも確かな春の訪れが感じられるようになってきました。 

１２日（木）、第２１回卒業証書授与式が無事に執り行われました。南富良野中学

校開校以来、一番少ない７名の卒業生が巣立っていきました。学年の人数が少ないの

で、これまで何かと大変なことも多かったと思いますが、７名は心優しく思いやりに

あふれ、そして学校をリードする頼もしい存在でもあったので、下級生からもとても

慕われていました。また、絆が強く、何事にも一生懸命に取り組む、素敵な子どもた

ちでした。 

卒業式の式辞の中で私はあるアスリートの言葉を紹介しました。それは、ミラノ・

コルティナ冬季オリンピックのノルディックスキー女子ジャンプ競技に出場した伊藤

有希選手のコメントです。伊藤さんは今回残念ながら個人ノーマルヒル、ラージヒル

ともにメダルは取れず、団体種目にも出場できませんでした。そんな伊藤さんが、競

技後に発した次のコメントは私の心を打つ、とてもすばらしいものでした。 

私はこのコメントから卒業生に「夢をもつこと」と「感謝の気持ちをもつこと」の

大切さを伝えました。また伊藤さんは、「今までのオリンピックで一番、空がきれい

に見えた気がします」とのコメントを残していますが、私はこの言葉にも感銘を受け

ました。これからの人生、いつも青空ばかりではなく、雨や雪の日、雷が鳴り響く日

もあるかもしれません。でも、心の天気は伊藤さんのように、考え方一つで、心の持

ちようで、いつでも青空にできると思ったからです。卒業生だけではなく、在校生に

とっても、これから様々な困難や難しいことが壁となって立ちはだかるかもしれませ

ん。それでも、未来を担う子どもたちに、自分を信じて、自分や友達を大切にし、た

くましく成長してほしいと願っています。 

令和７年度の教育活動も、本日をもちまして無事に終了することができました。保

護者の皆様、地域の皆様、学校の取組に対するご理解とご支援並びにご協力、誠にあ

りがとうございました。感謝申し上げます。 

学校教育目標「心豊かに学び、共に明日の郷土を拓く、たくましい生徒」 

今年度の重点「自律・創造・挑戦」 

 

学校だより 
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「メダルは取ることはできなかったけど、今まで私がさせていただいた経
験と、携わってくださった方々が、私にとって金メダル以上に大切なものだ
ったということを感じました。幼い頃からの夢である『オリンピックで金
メダルを取る』という夢は、達成できました。今までのオリンピックで一
番、空がきれいに見えた気がします。」 



 
 

 

 

 
 
校長  

 
 

 本校では２年間で

したが、南富良野町

には４年間お世話に

なりました。子ども達の健やかな成長を間

近に感じることができたことを、とてもう

れしく思います。また、南富中の生徒は素

直で明るく、何事にも一生懸命に取り組む

素敵な子ども達でした。 

心温かな保護者や地域の方々に支えられ

ながら充実した日々を過ごすことができま

したことに、心から感謝申し上げます。本

当にありがとうございました。 

 

教諭  

 
  

短い期間ではありまし

たが、素直で何事にも一

生懸命に取り組む生徒の

皆さんと毎日楽しく活動

することができました。４月から教壇を離

れ、学校に関わる仕事となりますが、教員

として最後の年に出会った皆さんのことは

決して忘れません。南富中で経験したこと

を活かし頑張ります。わずか１年でした

が、本当にありがとうございました。 

 

教諭  

 
 

 コロナが始まった年からは

や６年お世話になりました。

当時は秋に修学旅行、冬に学

校祭など、大変でしたが、そんな中でも笑

顔いっぱい熱気ムンムンの子どもたちの楽

しむ姿に勇気をたくさんもらいました。 

その姿は今も変わりません。子どもたち

のエネルギッシュさと保護者の皆様の力強

い支えによってたくさんの経験値をもらい

ました。次の学校の実践に活かし、精一杯

頑張ります。ありがとうございました。 

 

期限付教諭  

 
 

 １年間お世話になりま

した。教員として働く初

めての学校がこの南富良

野中学校で本当に良かったと思います。皆

さんの温かい対応のおかげで毎日楽しく過

ごすことができました。この学校で経験し

たことを新しい学校でも生かしていきたい

と思います。１年間、本当にありがとうご

ざいました。 

 

事務職員  

 

生徒の皆さんが楽しそ

うに学校生活を送ってい

る姿をほほえましく職員室から見させてい

ただき、いつも元気をもらっていました。

学校事務という仕事からは離れてしまいま

すが、新しい仕事も頑張りたいと思いま

す。１年間という短い間でしたが、ありが

とうございました。 

 

公務補  
 

 ９年４か月中学校でお

世話になりました。部活

動に関わる時期もあり生

徒たちと楽しく過ごさせ

てもらいました。地域、保護者の皆様にも

感謝申し上げます。次の勤務地でも精一杯

頑張っていきたいと思います。ありがとう

ございました。 

お世話になりました 

～転出職員の挨拶～ 

第２１回卒業証書授与式


